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●診療が制限される時間
　平日（月曜～金曜）
　午前8時30分～午後5時15分
●診療内容
　原則として他の医療機関からの紹介状をお持ちの
方、および予約がある方の診療のみとなります。（た
だし内科に定期的に受診されている方は、予約のな
い日であっても受診できますが、その場合、紹介状
をお持ちの方、予約されている方が優先されるため、
待ち時間は長くなる場合がありますがご了承くださ
い。）
※吐血や呼吸困難を伴うなど一刻を争う症状の方は、
紹介状が無くても受診できます。

　その他、詳しくは飯山赤十字病院までお問い合
わせください。

飯山赤十字病院　☎６２－ 4195

　
昨
年
の
飯
山
市
基
本
構
想
審
議
会
の
答
申
で
、「
人
口
の
増
加
」

が
飯
山
市
の
最
も
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

町
の
賑
わ
い
は
人
の
出
で
決
ま
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
近
年
、

市
内
の
中
心
市
街
地
は
空
き
店
舗
が
目
立
ち
、
夜
に
は
人
通
り
も

少
な
く
電
気
だ
け
が
明
る
さ
を
保
っ
て
い
る
、
こ
の
現
象
は
飯
山

だ
け
で
は
な
く
、
全
国
で
見
ら
れ
る
状
況
で
す
。

　
人
が
集
ま
れ
ば
、
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
飯
山
市

で
は
定
住
人
口
増
加
の
た
め
、
宅
地
付
き
２
０
０
０
万
円
住
宅
を

は
じ
め
住
宅
補
助
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
市
内
各
所
で
住
宅
建
設
が
始
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
中
に
は
須

坂
市
や
中
野
市
、
ま
た
岳
北
の
他
地
域
か
ら
転
入
さ
れ
る
方
も
見

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
交
流
人
口
の
増
加
も
経
済
活
性
化
に
大
切
な
も
の
で
す
。

飯
山
市
で
は
観
光
協
会
を
中
心
に
、
冬
期
観
光
だ
け
で
な
く
夏
期

観
光
に
も
力
を
入
れ
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

春
の
菜
の
花
ま
つ
り
に
お
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
で
渡
し

舟
を
二
十
余
年
ぶ
り
に
運
航
し
、
市
内
外
の
皆
さ
ん
か
ら
大
変
喜

ば
れ
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
寺
町
の
雁
木
、
仏
壇
通
り
、
城
山
も
他
の
地
域
に
は
無
い
素
晴

ら
し
い
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
を
活
か
し
、
更
に
新
し
い
魅
力
を
加
え

る
こ
と
で
、善
光
寺
、小
布
施
の
観
光
に
来
た
方
に
「
飯
山
へ
も
行
っ

て
み
よ
う
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
場
所
に
し
、
交
流
人
口

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
に
飯
山
市

で
は
、
ふ
る
さ
と
の
原
風
景
と
一
体
と
な
る
人
形
館
を
整
備
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
、
作
家
・
企
業
の
方
よ
り
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
建
設
に
向
け
施
設
の
内
容
や
運
営
方
法
の
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
人
形
館
は
、
き
っ
と
新
し
い
回
遊
性
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
の
一
端
を
担
っ
て
く
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

市
長
の

悠
久
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り 

❷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
飯
山
市
長　
石
田
正
人

　
飯
山
赤
十
字
病
院
で
は
、
6
月
に
内
科
医
師
1
名
が
退
職
し

た
こ
と
に
伴
い
、
7
月
1
日
か
ら
、
次
の
と
お
り
内
科
の
外
来

診
療
が
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

市
報
の
前
月
号
で
人
形
館
建

設
に
向
け
５
月
28
日
に
建
設
委

員
会
が
発
足
し
た
こ
と
を
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、

６
月
26
日
に
第
二
回
の
建
設
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
建
設
位
置
に
決
定
し

た
愛
宕
町
の
「
雪
と
寺
の
町
公

園
」
で
、
全
体
の
面
積
や
位
置・

方
向
・
導
入
口
と
土
蔵
の
状
態

等
現
況
の
確
認
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
、
市
役
所
で
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
事
務
局
か
ら
人

形
館
建
設
の
基
本
構
想
の
素
案

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
委
員

か
ら
は
施
設
の
建
坪
や
機
能
の

ほ
か
、
管
理
者
や
ま
ち
づ
く
り・

回
遊
性
の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
建
設
地
周
辺
区
関
係
者

を
委
員
に
追
加
委
嘱
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
な
ど
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
、

次
回
は
、
施
設
概
要
図
面
と
運

営
方
法
等
に
つ
い
て
検
討
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
事
務
局
管
理
学
習

課
（
飯
山
市
公
民
館
内
）

☎
�
３
３
４
２

 

第
二
回 

人
形
館
建
設
委
員
会
を
開
催

  

建
設
予
定
地
で
位
置
な
ど
を
確
認

△人形館建設予定地での視察の様子

て
検
討
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

計
画
づ
く
り
に
市
民
の
声
を
反

映
さ
せ
る
め
、
６
月
２
日
よ
り

「
新
幹
線
駅
を
核
と
し
た
『
ま

ち
づ
く
り
』
会
議
」
が
発
足
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、飯
山
市
総
合
計
画
、

後
期
基
本
計
画
を
基
本
と
し
た

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
、
諸
計
画

（
ウ
ェ
ル
カ
ム
プ
ラ
ン
・
景
観
基

本
計
画
・
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
・
新
幹
線
デ
ザ
イ
ン

会
議
報
告
等
）
を
踏
ま
え
つ
つ

「
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
」
と
い

う
イ
ン
パ
ク
ト
を
生
か
し
た
経

済
活
性
化
を
主
体
と
し
た
飯
山

市
全
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
若
年
層
を
中
心
に
市
民
の

意
見
を
集
約
す
る
も
の
で
す
。 

　
９
月
ま
で
に
、
計
６
回
程
度

の
会
議
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

会
議
の
様
子
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペー

ジ
に
よ
り
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
会
議
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
も
あ
わ
せ

て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
由
活
発
な
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　

商
工
課
商
工
振
興
係

☎
�
３
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１
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内
線
２
１
１

△6月27日には２回目の会議を開催

新
幹
線
を
核
と
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
会
議

  

ま
ち
づ
く
り
に
市
民
の
声
を
反
映

　

市
で
は
、
平
成
26
年
度
に
予

定
さ
れ
る
新
幹
線
飯
山
駅
開
業

を
踏
ま
え
、
新
幹
線
駅
を
核
と

し
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ
い

　

飯
山
市
・
木
島
平
村
・
野

沢
温
泉
村
で
構
成
す
る
中
央

橋
（
国
道
４
０
３
号
）
改
修
整

備
促
進
期
成
同
盟
会
（
会
長
・

石
田
飯
山
市
長
）
は
７
月
２
日
、

東
京
の
国
土
交
通
省
を
は
じ
め

関
係
機
関
を
訪
問
。
完
成
か
ら

50
年
以
上
が
経
過
し
た
こ
と
に

よ
る
老
朽
化
や
交
通
障
害
を
来

し
て
い
る
、
国
道
４
０
３
号
中

央
橋
の
早
期
架
け
替
え
を
強
く

要
望
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
要
望
活
動
に
参
加

し
た
の
は
石
田
市
長
、
河
野
野

沢
温
泉
村
長
、
戸
梶
木
島
平
村

副
村
長
と
、
戸
田
飯
山
建
設
事

務
所
長
な
ど
の
一
行
。
国
土
交

通
省
関
東
地
方
整
備
局
（
さ
い

た
ま
市
）、
国
土
交
通
省
、
財

務
省
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
国
土
交
通
省
で

は
冬
柴
国
土
交
通
大
臣
、
宮
田

道
路
局
長
、
ま
た
財
務
省
で
は

宮
下
政
務
官
、
杉
本
主
計
局
長

と
面
会
。
積
雪
や
幅
員
が
狭
い

こ
と
な
ど
に
よ
る
交
通
障
害
が

発
生
し
て
い
る
中
央
橋
の
現
状

に
つ
い
て
説
明
し
、
大
臣
な
ど

に
直
接
、
早
期
架
け
替
え
の
必

要
性
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

中
央
橋
が
架
か
る
国
道

４
０
３
号
は
、
野
沢
温
泉
村
・

木
島
平
村
・
飯
山
市
を
つ
な
ぐ

広
域
観
光
に
と
っ
て
も
重
要
な

幹
線
道
路
。
平
成
26
年
度
末

の
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
に

よ
っ
て
更
に
重
要
性
が
高
ま
る

た
め
、
同
盟
会
で
は
今
後
も
引

き
続
き
、
関
係
機
関
へ
の
要
望

を
行
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

改
修
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
が
関
係
機
関
に
要
望
書

「
国
道
４
０
３
号
中
央
橋
の
早
期
架
け
替
え
を
」

　県の求めに応じ組織された、地元住民・関係
団体などによる「中央橋架け替えに伴う計画協
議会」では、現橋位置の上流へ新しい橋を架
け替えることや早期着工・早期完成することな
どを柱とした提言書を今年１月に県へ提出。管
理する県ではこれら地元住民の要望を取り入れ
た具体的な架け替え計画の立案を目指している。

中央橋架け替えに向けた最近の動き

△冬柴大臣（右から２人目）に直接要望書を手渡す


